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本論の概要 
 ゲルマン最大の叙事詩・英雄譚として知られる「ニーベル
ンゲンの歌」は、北欧ゲルマンのジークフリート伝説を中心
に13世紀前半までにヨーロッパ中央部で作成されたと言われ
る。しかし、その作者は知れず、また当時のミンネジンガー
の詠う愛や信仰・理想をテーマとしたものとは一線を画し、
部族内の血の同盟と忠誠ゆえの姦計と復讐、戦闘によって破
滅に至る内容となっており、「滅びの美学」などと称される
こともある。一方で、主人公の１人とされるジークフリート
は竜をも退治し、諸国を従えたゲルマンの英雄であったこと
から、19世紀から20世紀にかけての民族主義の台頭と世界大
戦の時代には戦争プロパガンダ化され、人類史上未曾有の戦
禍と犠牲者を出したことは今なお記憶に新しい。 
 この「ニーベルンゲンの歌」作成の背景そしてその意図、
歴史的意義をめぐる研究は今日も続けられているが、この解
明の糸口に「地理学的視点」が注目されて久しい。すなわち、
ドイツ、オーストリア国境のパッサウの地理的記述が詳細で
あることから、作成関係者がこの地を中心に活動していた可
能性、そして物語に登場するパッサウ司教(司教座)が関わっ
たことを示唆したものである。 
 本論は、上記の定説や先行研究を土台に「ニーベルンゲン
の歌」作成の経緯と、物語の構成について再検討し、新たな
「ニーベルンゲンの歌」の全容を提示する。すなわち、「ニー
ベルンゲンの歌」が単なるゲルマン伝説の編纂と再生に終始
するものではなく、この13世紀に伝説を「リニューアル」し
ており、当時の神聖ローマ帝国史そして世界史と密接な関係
を有していたことを明らかにする。さらに、当時のシュタウ
フェン朝のヨーロッパ大陸における実質的支配者であったア
ンデクス・メラン大公家が作成に関わっていたことを例証す
る。この「ニーベルンゲンの歌」が北欧ゲルマン伝説を基に
しながら、シュタウフェン朝とアンデクス・メラン家の断絶
の歴史的事実を伝えるものであったこと、そして彼らが遺し
た「ニーベルンゲンの歌」に込められた「真意」そして「現
代へのメッセージ」に迫りたい。 
 
第１図 Nibelungenlied (Handschrift B)  
 
第２図 Nibelungenlied(Image) 
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第３図 「ニーベルンゲンの歌」の主要言及地とアーサー王
伝説の主要伝播地（13世紀前半、筆者作成） 
第４図 アンデクス・メラン家領土及び同盟国と「ニーベル
ンゲンの歌」関係地（13世紀前半、筆者作成） 
 
第５図 Haus Andechs Meranien (Herzog) 
 
第 ６ 図 Otto von Botenlauben in Große Heidelberger 
Liederhandschrift 
 
第７図 Schloss Ambras in Tirol（筆者撮影） 
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